
東根市立神町中学校 校長だより ＜上期の折り返しに当たって その２＞

行雲流水№２３３ 令和４年７月８日発行

生徒の学び・育ち・笑顔を支える働き

校長 寒河江 正人

「学校」という職場は、実に様々な職名・役割の人が働いています。

本校は、教職員４７名。１７の職名があります。挙げてみましょう。

校長、教頭、事務総括、教諭、講師、養護教諭、技能主査、学校図書館業務補助、

学校事務補助、スクールサポートスタッフ、学力向上支援員、心の教室相談員、

部活動指導員、スクールカウンセラー。

立場や役割は違えど、保護者からお預かりしている４９１名の生徒のために働いています。

菅原技能主査は、誰よりも早く出勤し、職員室のカーテン・窓を開け、お湯を沸かし、

前日にたまったゴミをすべてきれいにかたづけてくれます。

そして、すぐに外に出て、花に水をやったり、その日の仕事にかかります。

今こうしているときも、暑い中、校地内の草刈りをしています。

各学年では、毎朝、教室棟の窓を開け、涼しい空気を入れて換気しています。

検温・健康チェックシートの回収場所の準備をしている人もいます。

黒板に生徒を迎えるメッセージを書いたり、教室の整理整頓に励む人もいます。

図書館を開け、貸出の準備や蔵書の管理に当たっている人もいます。

遅参した生徒や保健室・学習支援室などの別室登校の生徒に対応している人もいます。

大量の印刷や用紙の補充、校内の消毒の業務を担っている人もいます。

毎日の給食配膳の準備・後片づけの業務を担っている人もいます。

悩みを抱えた生徒や保護者の相談に寄り添っている人もいます。

放課後や夕方・夜に登校してくる生徒に対応している人もいます。

欠席・登校しぶり・不登校の生徒に家庭訪問している人もいます。

その一つひとつは、目立たないけれど、とってもとっても大切な仕事です。

お互いに立場や役割は違えど、生徒の「確かで豊かな学び」と「健やかな育ちのため」に

そして、「生徒の笑顔」のために、知恵を出し合い、精一杯働いているのです。

皆様お一人おひとりの「その精一杯の働き」に心から深く感謝申し上げます。


